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P３６月定例会（一般会計補正予算）



平成29年第２回臨時会各議員の賛否

議
案
審
議

議長　矢野　勉は、賛否同数以外採決に加わらない。○は賛成、●は反対、欠は欠席、退は退席。

2筑前議会だより（47号）

平成29年

第２回臨時会
　５月24日に開催された臨時議会では、同
意４件・承認８件が提案され、審議の結果、
原案のとおり可決した。また、選挙管理委
員選挙２件が行われた。

区
分

審
議
結
果

議員名

議案名

深
野  

良
二

田
口  

讓
司

横
山  

善
美

山
本  

一
洋

奥
村  

忠
義

木
村  

博
文

石
丸
時
次
郎

桒
野  

光
雄

山
本  

久
矢

川
上  

康
男

福
本  

秀
昭

梅
田
美
代
子

一
木  

哲
美

河
内  

直
子

田
中  

政
浩

人
事

同
意

筑前町副町長の選任 ○ ● ○ ○ ● ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

筑前町監査委員の選任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

筑前町教育委員会教育長の任命 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

筑前町教育委員会委員の任命 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専
決

承
認

多目的運動公園野球場整備工事請負契約の変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

筑前町国民健康保険税条例の一部を改正する条
例の制定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

筑前町税条例等の一部を改正する条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成28年度筑前町一般会計補正予算（第7号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成28年度筑前町工業用地造成事業特別会計
予算（第１号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成29年度筑前町一般会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成29年度筑前町工業用地造成事業特別会計
補正予算（第1号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成29年度四三嶋地区工業用地造成工事請負
契約

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

選
挙

当
選

筑前町選挙管理委員会委員の選挙 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

筑前町選挙管理委員補充員の選挙 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
案
の
主
な
も
の

がんばろ
う！

●
人
事

　

副
町
長〈
再
任
〉

　
　

中
野　

髙
文（
下
髙
場
区
）

　

教
育
委
員
会
教
育
長〈
新
任
〉

　
　

入
江　

哲
生（
久
光
区
）

　

教
育
委
員〈
新
任
〉

　
　

矢
野　

博
一（
依
井
区
）

　

監
査
委
員〈
新
任
〉

　
　

北
原　

康
則（
久
光
区
）

【
敬
称
略
】

●
工
事
請
負
契
約

　
四
三
嶋
地
区
工
業
用
地
造
成
工
事

　

４
，７
５
２
万
円
で
締
結

　
多
目
的
運
動
公
園
野
球
場
整
備
工
事

　

�

土
工
変
更
に
よ
り
約
４
５
３
万
円

増
額

●
条
例
の
一
部
改
正

　
国
民
健
康
保
険
税
条
例

　

�

５
割
・
２
割
軽
減
の
判
定
所
得
の
引

き
上
げ

　
税
条
例

　

�

軽
自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化
特
例
を
見

直
し
、適
用
期
間
を
２
年
間
延
長��

等

●
平
成
28
年
度
補
正
予
算

　
一
般
会
計

　

�

四
三
嶋
地
区
工
業
団
地
内
の
売
払
い

収
入
が
延
び
た
た
め
、地
域
振
興
基

金
費
５
億
８
，６
８
３
万
円
の
減
額

　
工
業
用
地
造
成
事
業
特
別
会
計

　

�

企
業
誘
致
推
進
事
業
費
９
，２
７
４
万

　

２
，０
０
０
円
を
29
年
度
に
繰
り
越
し

●
平
成
29
年
度
補
正
予
算

　
一
般
会
計

　

�

都
市
計
画
総
務
費
５
，０
０
０
万
円
増

額
　
工
業
用
地
造
成
事
業
特
別
会
計

　

工
事
請
負
費
５
，０
０
０
万
円
増
額



議
案
審
議

0

100,000

200,000
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■補正２号（６月議会）

■補正１号（臨時議会）

■当初予算（骨格予算）

　合計

議会費 農林水
産業費 商工費 土木費 消防費 教育費 災 害

復旧費 公債費 予備費総務費 民生費 衛生費

0

0

11,080

11,080

3,230

0

59,736

62,966

350

0

2,993

3,343

29,469

5,000

114,300

148,769

1,419

0

53,015

54,434

7,765

0

92,592

100,357

470

0

271

741

0

0

143,268

143,268

0

0

3,000

3,000

73,356

0

130,678

204,034

4,103

0

363,399

367,502

1,685

0

126,273

127,958

11,080

204,034

367,502

127,958

62,966

3,343

148,769

54,434

100,357

143,268

3,000741

3 筑前議会だより（47号）

　6月定例会
　６月14日から22日までの９日間の日程
で開催された。６月定例会は、報告３件、承
認１件、議案11件が提案され、審議の結果、
原案のとおり可決した。

６月一般会計補正予算
12 億1,847 万円を増額し、総額 122 億 7,453 万円

（前年度当初予算額132億2,607万円）

町長の政策にもとづいた『 肉付け予算 』

平成29年度　一般会計予算推移（万円）

３月で成立した 29 年度予算は、町長選挙前のため『骨格予算（必要最低限の予算）』であったが、
このたび町長の政策にもとづいて予算付けが行われた。

増
額
の
お
も
な
も
の

総 

務 

費

土 

木 

費

●基金管理事務  ６億6,644万円
 地域振興基金、公共施設等整備基金、
 農業振興基金へ積立

●住宅リフォーム補助事業  2,001万円
●地方創生推進事業  1,185万円
 みなみの里に農業部門を新設など

●交通安全対策費  560万円
 道路補修、免許証自主返納支援

●住宅管理・建設費
 １億1,435万円
 町営東小田団地建替など

●道路維持・新設事業
 １億355万円
●公園費
 6,072万円
 遊具更新など



議
案
審
議

内
容
を
問
う

問　

四
三
嶋
工
業
用
地
の
測
量

は
売
却
前
に
実
施
し
て
い
な
い

の
か
。　

答　

登
記
簿
面
積
を
測
量
結
果

に
合
致
す
る
よ
う
な
形
で
修
正

し
た
。�

（
都
市
計
画
課
長
）

問　

空
き
家
対
策
事
業
費
の
具

体
的
内
容
は
。

答　

人
件
費
と
県
の
空
き
家
専

門
相
談
支
援
事
業
の
負
担
費

用
。�

（
都
市
計
画
課
長
）

問　

西
田
地
区
住
宅
等
改
良
事

業
の
経
費
累
計
２
，２
０
０
万

円
は
捨
て
金
に
な
ら
な
い
の

か
。

答　

財
源
も
考
慮
し
、喫
緊
の

整
理
案
件
と
考
え
て
い
る
。

�

（
都
市
計
画
課
長
）

問　

教
育
委
員
会
の
指
導
主
事

を
増
員
し
た
理
由
は
。

答　

正
規
職
員
２
名
の
う
ち
１

名
分
を
嘱
託
職
員
２
名
に
す
る

こ
と
で
人
件
費
を
抑
制
し
た
。

�

（
教
育
課
長
）

問　

弁
当
プ
ラ
ン
ナ
ー
事
業
の

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
雇
用
は

何
名
で
何
年
雇
用
か
。

答　

１
名
で
最
長
３
年
間
。

�

（
農
林
商
工
課
長
）

問　

町
民
ホ
ー
ル
の
調
光
操
作

卓
の
シ
ス
テ
ム
は
、５
年
リ
ー
ス

で
こ
れ
か
ら
約
１
，０
０
０
万

円
か
か
る
が
修
理
で
き
な
い
の

か
。

答　

修
理
で
き
な
い
の
で
入
れ

替
え
て
５
年
リ
ー
ス
で
対
応
す

る
。�

（
生
涯
学
習
課
長
）

農
業
の
発
展
の
た
め
に

問　

農
業
委
員
の
現
行
の
人
数

と
、定
数
の
中
に
女
性
枠
は
あ

る
の
か
。

答　

現
行
の
22
名
が
19
名
に
な

る
が
、女
性
枠
と
い
う
決
め
事

は
な
い
。�
（
農
林
商
工
課
長
）

問　

女
性
枠
を
作
る
考
え
は
な

い
の
か
。

答　

農
水
省
か
ら
枠
は
作
っ

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
通
知
が

あ
っ
て
い
る
。

�

（
農
林
商
工
課
長
）

問　

ク
ロ
ダ
マ
ル
の
作
付
面
積

と
目
標
、増
え
な
い
要
因
は
。

答　

こ
こ
２
～
３
年
は
22
～
23

町
程
度
で
推
移
し
て
お
り
、取

引
業
者
は
10
倍
で
も
受
け
る
と

い
う
が
、自
家
乾
燥
・
自
家
調
整

が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
。

�

（
農
林
商
工
課
長
）

問　

10
倍
に
す
る
に
は
乾
燥
調

整
が
必
要
。Ｊ
Ａ
と
の
関
係
が

非
常
に
大
事
に
な
る
と
思
う
が

見
解
は
。

答　

乾
燥
調
整
の
問
題
を
解
決

す
れ
ば
、ま
だ
増
え
る
。今
後
は

前
進
す
る
よ
う
に
Ｊ
Ａ
と
協
議

を
行
い
た
い
。�

（
町
長
）

安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り

問　

野
焼
き
が
原
因
の
火
事
が

多
い
。野
焼
き
を
許
可
し
て
い

く
の
か
。

答　

麦
ワ
ラ
な
ど
の
野
焼
き
に

つ
い
て
例
外
規
定
と
し
て
認
め

ら
れ
て
い
る
。

�

（
農
林
商
工
課
長
）

問　

道
路
維
持
管
理
業
務
費
の

予
算
が
増
額
し
て
い
る
が
、各

地
の
要
望
が
ど
れ
く
ら
い
実
現

さ
れ
る
の
か
。

答　

現
在
、約
300
件
の
要
望
が

あ
り
、危
険
性
の
高
い
と
こ
ろ
か

ら
実
施
す
る
。

�

（
建
設
課
長
）

問　

美
和
み
ど
り
保
育
所
の
耐

震
診
断
を
行
う
理
由
は
。　

答　

法
律
上
、三
階
建
て
以
上

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
た
め

に
、耐
震
診
断
を
し
て
い
な
か
っ

た
。�

（
財
政
課
長
）

4筑前議会だより（47号）

議案・補正予算に対する

質疑応答
50項目にわたる質問の一部を掲載



平成29年6月定例会各議員の賛否

学
び
の
現
場
は

問　

夜
須
中
学
校
ク
ラ
ブ
ハ
ウ

ス
屋
根
、塗
装
工
事
を
選
択
し

た
経
緯
は
。

答　

限
ら
れ
た
予
算
内
で
、今

で
き
る
限
り
の
補
修
と
い
う
こ

と
で
塗
装
を
選
択
し
た
。

�

（
教
育
課
長
）

問　

各
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

整
備
工
事
の
時
期
・
業
者
・
工
事

内
容
は
。

答　

夏
休
み
を
検
討
し
て
お

り
、業
者
の
選
定
は
ま
だ
行
っ
て

い
な
い
。運
動
場
の
暗
渠
排
水
の

工
事
を
す
る
。�

（
教
育
課
長
）

問　

今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
、

中
牟
田
小
学
校
の
ア
フ
タ
ー
ス

ク
ー
ル
の
具
体
的
な
活
動
内
容

は
。

答　

９
月
か
ら
学
習
・
体
験
活

動
を
週
二
日
予
定
し
て
い
る
。

�

（
生
涯
学
習
課
長
）

問　

コ
ス
モ
ス
図
書
館
の
案

内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
変
更
内
容

は
。

答　

新
図
書
館
シ
ス
テ
ム
導
入

に
よ
る
ウ
ェ
ブ
予
約
や
マ
イ
本

棚
の
設
定
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
こ
と
に
伴
う

内
容
の
変
更
。

�

（
生
涯
学
習
課
長
）

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

問　

職
員
育
成
を
目
的
と
し
た

研
修
は
。

答　

政
策
能
力
の
高
い
職
員
の

育
成
を
目
的
と
し
て
い
る
。

�

（
総
務
課
長
）

答　

人
材
育
成
こ
そ
一
番
大
事

な
政
策
。職
員
に
視
野
を
広
め

て
も
ら
い
た
い
。�

（
町
長
）

議長　矢野　勉は、賛否同数以外採決に加わらない。○は賛成、●は反対、欠は欠席、退は退席。

5 筑前議会だより（47号）

議
案
審
議

区
分

審
議
結
果

議員名

議案名

深
野  

良
二

田
口  

讓
司

横
山  

善
美

山
本  

一
洋

奥
村  

忠
義

木
村  

博
文

石
丸
時
次
郎

桒
野  

光
雄

山
本  

久
矢

川
上  

康
男

福
本  

秀
昭

梅
田
美
代
子

一
木  

哲
美

河
内  

直
子

田
中  

政
浩

報
告

株式会社筑前町ファーマーズマーケットみなみ
の里の経営状況 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成28年度筑前町一般会計予算の繰越明許費繰越 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成28年度筑前町工業用地造成事業特別会
計予算の繰越明許費繰越 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専
決

承
認

平成29年度筑前町国民健康保険事業特別会
計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

条
例

可
決

筑前町特定教育・保育施設及び特定地域型
保育事業の運営に関する基準を定める条例
の一部を改正する条例の制定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

筑前町農業委員会の委員の定数を定める条
例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

補
正
予
算

可
決

平成29年度筑前町一般会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成29年度筑前町国民健康保険事業特別会
計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成29年度筑前町農業集落排水事業特別会
計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成29年度筑前町公共下水道事業特別会計
補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成29年度筑前町工業用地造成事業特別会
計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

そ
の
他

可
決

訴えの提起（町営住宅明渡し等請求） ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

訴えの提起（町営住宅明渡し等請求） ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

訴えの提起（町営住宅使用料請求） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

財産の処分に係る議決内容の一部変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発
議

可
決

議員派遣の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員派遣の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○



議
案
審
議

６月７日（水）
民生委員・児童委員会と

文教厚生常任委員会の意見交換会

○区長と民生委員の連携
○マイクロバス利用の問題
○福祉委員（支援委員）
　他にも意見が交わされ、認識を
　深めることができた。

九州北部豪雨の災害に際して

３月23日（木）

今後の予定

男女が輝く町づくりの会と
意見交換会

○地域おこし協力隊の活動内容
○福祉バスの運行
○筑前町子どもの権利条例
○文化協会の現状　など
　上記以外にも意見が交わされた。

●教育委員と文教厚生常任委員会の
　意見交換会
●区長会と意見交換会
●商工会と意見交換会

　７月４日から降り続いた雨は５日になって過去に類を見ない豪雨となり、朝倉地方に甚
大な被害をもたらし、筑前町にも大雨特別警報　避難指示（緊急）が出されました。
　本町では小規模の法面崩落は見受けられましたが、人的・物的被害はなかった模様です。
朝倉市、東峰村では死者・行方不明者・負傷者を出し、家屋の流出・損壊など多大な被害が
出ています。
　亡くなられた方へ哀悼の意を表し、被災された皆様へ心よりお見舞いを申し上げます。
　筑前町議会としても、先般より災害発生時の迅速な対応について「筑前町議会災害対策
協議会」を制定すべく協議を進めているところです。

議長　　矢野　勉　　

ひ　と

こんなことも
やってます

被害状況の説明を受ける総務建設常任委員会 小規模崩落した三並区の法面

議
会
活
動

6筑前議会だより（47号）
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久
光
に
、阿
弥
陀
ヶ
峰
と

い
う
山
が
あ
り
ま
す
。栗
田

の
峠
か
ら
五
穀
神
の
裏
あ
た

り
ま
で
、約
１
キ
ロ
の
峰
で

す
。た
ぶ
ん
室
町
時
代
の
こ

ろ
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、こ

の
峰
を
通
り
か
か
っ
た
あ
る

僧
が「
こ
こ
ぞ
聖
地
」と
見
定

め
、お
堂
を
建
立
し
阿
弥
陀

様
を
安
置
し
た
と
こ
ろ
、多

く
の
人
が
お
参
り
に
訪
れ
ま

し
た
。そ
れ
で
こ
の
山
を
阿

弥
陀
ヶ
峰
と
い
う
よ
う
に
な

っ
た
そ
う
で
す
。

　

昔
、阿
弥
陀
ヶ
峰
の
山
に

お
そ
ろ
し
い
化
け
物
が
住
ん

で
い
ま
し
た
。夜
に
な
る
と

化
け
物
は
阿
弥
陀
様
に
化

け
、怪
し
げ
に
キ
ラ
キ
ラ
と

光
り
輝
き
、人
々
を
た
ぶ
ら

か
し
て
い
ま
し
た
。化
け
物

は
、阿
弥
陀
様
に
成
り
す
ま

し
、毎
年「 

い
け
に
え
に
娘
を

一
人
差
し
出
せ
ば
、皆
を
極

楽
浄
土
に
導
こ
う
」と
告
げ

ま
し
た
。

　

村
人
が
困
っ
て
い
る
と
、弓

矢
を
持
っ
た
一
人
の
猟
師
が

通
り
か
か
り「
そ
れ
は
ま
た
、

奇
妙
な
お
告
げ
だ
。私
が
化

け
物
の
正
体
を
あ
ば
い
て
や

る
」と
申
し
出
ま
し
た
。村
人

た
ち
は
、こ
の
猟
師
に
お
頼
み

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

日
が
沈
む
と
、村
人
た
ち

は
、山
の
上
に
祭
壇
を
つ
く

り
、娘
を
い
け
に
え
に
捧
げ
る

準
備
を
し
ま
し
た
。

　

猟
師
は
、暗
闇
に
隠
れ
、あ

や
し
げ
な
光
を
放
つ
阿
弥
陀

様
を
待
ち
ま
し
た
。

　

丑
三
つ
時
、化
け
物
は
口

を
開
け
、目
を
光
ら
せ
、赤
い

も
う
せ
ん
に
化
け
て
地
面
を

這
い
な
が
ら
、い
け
に
え
の
娘

に
近
づ
い
て
来
ま
し
た
。そ
の

機
会
を
う
か
が
っ
て
い
た
猟

師
は
、力
いっ
ぱ
い
矢
を
放
ち

ま
し
た
。化
け
物
は
、「
ぎ
や

ー
っ
」と
、大
き
な
声
を
あ
げ

な
が
ら
、暗
闇
の
中
へ
逃
げ
て

い
き
ま
し
た
。

　

次
の
朝
、村
人
た
ち
が
化

け
物
の
血
を
た
ど
っ
て
行
く

と
、裏
山
の
小
さ
な
洞
窟
に

着
き
ま
し
た
。覗
い
て
み
る

と
、矢
が
刺
さ
っ
た
大
だ
ぬ
き

が
一
匹
死
ん
で
い
ま
し
た
。

　

村
人
た
ち
は
、猟
師
の
勇

気
に
感
謝
し
ま
し
た
。し
か

し
、猟
師
は
、い
づ
こ
と
も
な

く
立
ち
去
っ
て
い
ま
し
た
。

　

紙
芝
居
が
図
書
館
に
あ
り

ま
す
。以
前
、テ
レ
ビ［
日
本
む

か
し
ば
な
し
］で
も
放
映
さ

れ
ま
し
た
。

＊ 

三
輪
町
教
育
委
員
会
伝

承
三
輪
の
昔
ば
な
し
参
照

＊ 

筑
前
町
教
育
委
員
会
編

紙
芝
居
か
ら
転
記

ち
ょっと

ひ
と

息

阿
弥
陀
ヶ
峰
の
大
狸

第
二
回　

民
話

阿弥陀が峰

阿弥陀堂



ここが
  聞きたい！ 町政を問う町政を問う町政を問う

一般質問一般質問一般質問
６月定例会６月定例会

筑前町議会

一
般
質
問
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返
礼
品
競
争
か
ら

政
策
重
視
へ

石
丸　

今
日
の
ふ
る
さ
と

納
税
に
対
す
る
認
識
と
今

後
の
方
向
性
は
。

町
長　

本
来
の
趣
旨
か
ら

逸
脱
し
た
「
返
礼
品
合

戦
」
は
慎
む
べ
き
で
あ

り
、
政
策
で
議
論
す
べ
き

と
考
え
る
。
一
方
こ
の
制

度
は
、
今
ま
で
と
は
違
う

観
点
か
ら
税
を
見
る
こ
と

が
出
来
る
。
ま
た
、
本
町

の
特
産
品
を
全
国
に
打
っ

て
出
る
チ
ャ
ン
ス
に
も
な

り
得
る
。
今
後
は
こ
の
２

つ
の
視
点
で
考
え
て
い
き

た
い
。

石
丸　

政
策
の
競
い
合
い

は
町
の
活
性
化
を
生
み
だ

し
、
何
よ
り
人
材
を
育
て

る
。
大
局
的
な
視
点
か
ら

返
礼
品
の
廃
止
も
選
択
肢

の
一
つ
と
考
え
る
が
。

町
長　

国
が
定
め
た
基
準

内
で
特
産
品
の
紹
介
も
兼

ね
た
返
礼
品
は
続
け
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
返
礼
品

を
通
し
て
地
域
振
興
に
も

繋
が
る
こ
と
か
ら
、
返
礼

品
の
有
効
活
用
に
努
め
て

い
き
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税

今
後
の
対
応
策
は

石
丸　

本
来
の
趣
旨
か
ら

逸
脱
し
た
現
状
は
問
題
。

今
後
の
対
応
策
は
。

企
画
課
長　

返
礼
品
競
争

は
過
熱
状
態
。
本
町
で
は

国
の
基
準
を
超
え
る
も
の

が
５
件
。
今
後
は
総
務
省

の
要
請
に
沿
っ
て
適
正
に

対
応
し
て
い
く
。

石
丸　

赤
ち
ゃ
ん
の
駅
事

業
へ
の
寄
付
額
が
突
出
し

て
い
る
。
期
待
に
応
え
る

事
業
展
開
は
。

企
画
課
長　

本
事
業
に
対

す
る
期
待
は
大
き
い
。
今

後
は
、
寄
付
者
の
思
い
に

沿
っ
た
活
用
と
合
わ
せ
、

子
育
て
支
援
事
業
全
般
の

活
用
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。

もっと、政策（事業）のアピールを

　６月議会では、11人の議員から16件の一般質問が行われ、町政全般について２日
間にわたり活発な議論が展開されました。
　なお、全文記録（会議録）については、筑前町ホームページに掲載しますので、ご覧
ください。
※一般質問に関する記事は、質問者自身で作成しています。

石丸時次郎　議員

ふ
る
さ
と
納
税
　

政
策
で
競
え

政
策
・
特
産
品　

両
面
で
取
組
む



一
般
質
問

9 筑前議会だより（47号）

大
刀
洗
平
和
記
念
館

の
充
実
に
力
を

福
本　

資
料
展
示
物
の
入

れ
替
え
等
に
よ
る
、
内
容

の
充
実
は
記
念
館
の
命
。

よ
り
力
を
注
い
で
は
。

企
画
課
長　

本
館
展
示
物

の
大
き
な
入
れ
替
え
は
無

い
。
新
た
な
大
刀
洗
飛
行

場
に
関
す
る
資
料
が
出
て

こ
な
い
。

福
本　

買
物
の
満
足
感
を

も
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

土
産
品
等
の
点
数
を
増
や

し
て
は
ど
う
か
。

企
画
課
長　

グ
ッ
ズ
の
品

ぞ
ろ
え
は
以
前
よ
り
検
討

を
重
ね
補
充
。
販
売
の
見

込
め
る
も
の
は
随
時
増
や

し
て
い
る
。

福
本　

改
善
の
材
料
に
な

る
入
館
者
か
ら
の
ア
ン
ケ

ー
ト
は
取
っ
て
い
る
の

か
。

企
画
課
長　

館
の
展
示
、

ス
タ
ッ
フ
の
接
客
等
含

め
、
満
足
し
た
評
価
を
い

た
だ
い
て
い
る
。

福
本　

大
刀
洗
大
空
襲
3

月
27
日
か
ら
1
週
間
特
別

企
画
を
催
さ
れ
て
は
。

企
画
課
長　

空
襲
犠
牲
者

を
慰
霊
す
る
平
和
の
集
い

の
開
催
、
夕
方
は
記
念
館

で
追
悼
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

入
館
無
料
に
し
て
、
小
中

学
生
が
平
和
の
願
い
を
込

め
た
キ
ャ
ン
ド
ル
を
灯

し
、
朗
読
・
コ
ン
サ
ー
ト

等
を
実
施
。
3
月
下
旬
を

平
和
推
進
期
間
と
し
て
い

る
。

福
本　

県
か
ら
持
続
し
た

応
援
を
得
る
た
め
に
、
平

和
学
習
の
必
要
性
を
さ
ら

に
深
め
る
取
り
組
み
を
。

町
長　

運
営
経
費
の
支
援

等
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

今
後
、
県
に
お
願
い
し
て

い
き
た
い
。

も
っ
た
い
な
い

奥
村　

厨
芥
処
理
機
に
年

間
35
万
円
も
懸
け
る
よ
り

も
生
ゴ
ミ
と
し
て
、
処
理

し
た
方
が
安
く
つ
く
が
。

教
育
課
長　

ゴ
ミ
の
減
量

化
、
資
源
の
再
利
用
・
花

壇
の
肥
料
と
し
て
活
用
し

て
い
る
。

奥
村　

環
境
保
全
や
資
源

の
再
利
用
と
し
て
利
用
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
な
ぜ
他

校
に
は
設
置
し
な
い
の

か
。

教
育
長　

サ
ン
ポ
ー
ト
建

設
時
に
経
費
を
懸
け
て
ゴ

ミ
の
減
量
化
に
取
り
組
ん

だ
結
果
、
三
輪
小
に
導
入

し
た
。

備
品
管
理
の
徹
底
は

奥
村　

夜
須
中
に
新
品
の

ま
ま
眠
っ
て
い
る
備
品
が

あ
る
。

町
長　

ど
の
よ
う
な
経
緯

で
購
入
し
た
も
の
か
、
十

分
調
査
す
る
。

奥
村　

重
複
し
て
購
入
し

て
い
る
備
品
（
洗
米
機
）

が
あ
る
が
。

教
育
課
長　

在
庫
等
の
確

認
を
し
な
が
ら
、
備
品
に

つ
い
て
は
無
駄
な
く
活
用

す
る
。

奥
村　

中
牟
田
小
の
処
理

機
を
取
り
外
し
た
こ
と
や

経
費
面
に
お
い
て
、
町
民

の
方
は
納
得
し
な
い
と
思

う
。

安
全
確
保
の
徹
底
を

奥
村　

文
部
科
学
省
が
通

学
路
の
安
全
確
保
に
向
け

た
取
り
組
み
を
通
知
し
て

い
る
が
。

教
育
課
長　

登
下
校
中
の

事
故
が
相
次
い
で
発
生
し

た
こ
と
か
ら
関
係
機
関
と

連
携
し
て
緊
急
合
同
点
検

を
実
施
し
た
。

奥
村　

そ
の
他
、
児
童
生

徒
に
対
す
る
実
践
的
な
交

通
安
全
教
育
の
指
導
を
お

願
い
す
る
。

来館に期待

眠っている新品の洗米機

福本秀昭　議員

大
刀
洗
大
空
襲
日
の

特
別
企
画
を

　

追
悼
イ
ベ
ン
ト
等
は

多
く
取
り
組
ん
で
い
る

奥村忠義　議員

重
複
し
て
い
る
備
品
が
あ
る

無
駄
な
く
活
用
す
る
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部
落
差
別
解
消

推
進
法
の
取
組

深
野　

部
落
差
別
解
消
推

進
法
が
施
行
さ
れ
た
。
法

の
趣
旨
を
広
く
町
民
に
周

知
す
る
必
要
が
あ
る
が
。

人
権
・
同
和
対
策
室
長　

法
が
制
定
さ
れ
た
意
味
を

十
分
に
認
識
し
、
教
育
・

啓
発
の
一
層
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
く
。

教
育
課
長　

各
学
校
に
対

し
、
同
和
問
題
に
対
す
る

正
し
い
認
識
を
育
む
た
め

教
職
員
の
認
識
や
授
業
力

の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

深
野　

法
が
制
定
さ
れ
た

が
新
た
な
条
例
の
制
定

は
。

町
長　

現
行
の
条
例
、
推

進
法
等
の
施
行
等
を
踏
ま

え
て
今
後
検
討
す
る
。

障
害
者
に対

す
る
支
援

深
野　

「
障
害
者
差
別
解

消
法
」
に
お
け
る
職
員
要

領
の
全
職
員
研
修
は
。

総
務
課
長　

職
員
研
修
は

実
施
し
て
い
な
い
。
次
年

度
に
計
画
し
た
い
。

深
野　

視
聴
覚
障
が
い
者

に
対
す
る
合
理
的
配
慮
の

具
体
例
を
。

福
祉
課
長　

窓
口
に
お
け

る
代
読
や
代
筆
を
は
じ

め
、
町
か
ら
の
通
知
に
つ

い
て
も
、
個
々
の
状
態
に

応
じ
て
可
能
な
限
り
配
慮

を
し
て
い
る
。

深
野　

「
発
達
障
害
者
支

援
法
」
が
改
正
さ
れ
た
が

教
育
現
場
で
の
個
別
の
支

援
企
画
や
指
導
計
画
等
の

作
成
は
。

教
育
課
長　

指
導
計
画
新

様
式
例
を
示
し
、
指
導
し

て
い
る
。
ま
た
、
発
達
障

が
い
児
童
生
徒
も
含
め
、

す
べ
て
の
特
別
支
援
学
級

に
在
籍
す
る
児
童
生
徒
の

個
別
の
教
育
支
援
・
指
導

計
を
作
成
し
て
い
る
。

三
輪
地
区
で
の
小
中
一
貫

教
育
の
試
行
実
施
を

山
本　

推
進
の
た
め
の
、

課
題
克
服
や
協
力
体
制
は

で
き
た
か
。

教
育
長　

本
町
に
相
応

し
い
小
中
一
貫
教
育
に
向

け
、更
に
研
究
す
る
。

山
本　

小
中
一
貫
教
育

（
義
務
教
育
９
年
間
）
の

視
点
に
立
ち
、
先
行
し
て

三
輪
地
区
で
取
り
組
め
な

い
か
。

教
育
長　

非
常
に
高
い
ハ

ー
ド
ル
で
は
あ
る
が
、今
後

も
し
っ
か
り
と
議
論
し
た
い
。

苦
悩
に
寄
り
添
う農政

は

山
本　

高
齢
化
す
る
農
業

者
の
不
安
や
苦
悩
に
対
し

て
、
将
来
像
を
ど
の
よ
う

に
描
い
て
い
る
か
。

町
長　

人
材
の
育
成
や
特

産
品
の
開
発
、６
次
産
業

化
を
進
め
、モ
デ
ル
地
区

を
作
り
、外
部
の
人
材
を

受
け
入
れ
て
農
業
を
生
か

し
た
町
づ
く
り
を
行
う
。

山
本　

高
齢
化
に
よ
る
就

農
者
が
減
っ
て
き
て
い

る
。
帰
農
補
助
や
奨
励
金

の
考
え
は
。

農
林
商
工
課
長　

定
年
か

ら
の
就
農
は
増
え
て
き
て

い
る
。前
職
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や

知
識
を
大
い
に
生
か
し
て

ほ
し
い
。

山
本　

草
刈
り
が
重
労
働

と
聞
く
が
、
自
走
草
刈
機

の
リ
ー
ス
や
レ
ン
タ
ル
の

考
え
は
な
い
か
。

農
林
商
工
課
長　

農
地
・

水
保
全
事
業
も
可
能
で
あ

り
、検
討
す
る
。

め
く
ば
り
館
利
用
者

を
増
や
す
対
策
は

山
本　

ハ
ッ
ピ
ー
プ
ラ
ン

に
あ
る
子
育
て
支
援
と
の

一
体
的
運
用
は
進
ん
で
い

る
の
か
。　

こ
ど
も
課
長　

子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
た
ん
ぽ
ぽ
の

出
前
広
場
を
11
月
ま
で
に

開
催
す
る
。

山
本　

め
く
ば
り
館
を
利

用
し
て
あ
る
方
々
の
意
見

も
充
分
に
聞
い
て
欲
し

い
。

「部落差別解消推進法」が成立

　　　小中学生で仲良く
　　　　　ホタルの幼虫を放流

深野良二　議員

住
民
の
声
を
町
政
に

反
映
さ
せ
る
取
り
組
み
を
行
う

山本一洋　議員

「
部
落
差
別
解
消
推
進
法
」

を
踏
ま
え
た
条
例
制
定
は

現
行
の
条
例
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
く

そ
の
他
の
質
問

「
筑
前
町
子
ど
も
の
権
利

条
例
」に
つ
い
て
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有
害
鳥
獣
駆
除

対
策
は
万
全
か

川
上　

有
害
鳥
獣
に
よ
る

被
害
の
実
態
は
。

農
林
商
工
課
長　

被
害

額
は
平
成
28
年
度
１
，

３
８
５
万
円
。
面
積
は
平

成
28
年
度
923
ａ
。

川
上　

侵
入
防
止
柵
の
実

績
と
効
果
は
。

農
林
商
工
課
長　

交
付
金

を
活
用
し
、電
気
柵
、ワ
イ

ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
を
、平
成

28
年
度
１
万
５
，２
７
６
ｍ

設
置
。設
置
し
た
地
区
で

の
被
害
は
な
く
な
っ
た

が
、
反
面
、
侵
入
防
止
柵

が
な
い
地
区
に
被
害
が
転

嫁
し
て
お
り
、
全
体
的
な

被
害
額
・
面
積
の
減
少
に

至
っ
て
い
な
い
。

川
上　

鳥
獣
捕
獲
の
実
態

と
対
策
は
。

農
林
商
工
課
長　

平
成
28

年
度
イ
ノ
シ
シ
86
頭
、
シ

カ
59
頭
、
カ
ラ
ス
184
羽
捕

獲
。
獣
類
の
捕
獲
頭
数
は

増
え
て
い
る
が
、
捕
獲
実

績
か
ら
見
て
生
息
数
も
増

え
て
い
る
。
捕
獲
計
画

は
、
イ
ノ
シ
シ
150
頭
、
シ

カ
100
頭
、
カ
ラ
ス
500
羽
。

川
上　

捕
獲
し
た
鳥
獣
の

報
償
費
の
実
態
と
、
増
額

の
考
え
は
。

農
林
商
工
課
長　

交
付
金

の
ほ
か
に
108
万
円
を
助
成

し
、
そ
の
中
の
30
万
円
を

報
償
費
に
充
て
て
い
る
。

町
長　

適
当
か
ど
う
か
協

議
会
の
中
で
意
見
等
聴
取

す
る
。

川
上　

獣
類
解
体
処
理
施

設
導
入
の
考
え
は
。

町
長　

極
め
て
深
刻
な
問

題
と
認
識
し
て
い
る
。
国

の
動
向
を
注
視
し
、
東
峰

村
の
施
設
を
共
同
利
用
で

き
る
か
調
査
研
究
を
行
い

た
い
。

子
育
て
支
援
の

さ
ら
な
る
拡
充
を

梅
田　

孫
育
て
に
係
わ
る

祖
父
母
に
、
現
代
の
子
育

て
情
報
を
掲
載
し
た
「
祖

父
母
手
帳
」
配
布
を
。

健
康
課
長　

相
談
内
容
に

応
じ
配
布
の
効
果
が
あ
る

場
合
、
指
導
方
法
の
一
つ

と
し
て
活
用
す
る
。

梅
田　

こ
れ
ま
で
何
回
も

質
問
し
て
き
た
。
妊
娠
期

か
ら
子
育
て
期
間
ま
で
一

貫
し
て
ケ
ア
す
る
「
子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
」
の
設
置
時
期
は
。

健
康
課
長　

産
後
ケ
ア
事

業
も
含
め
平
成
30
年
度
中

の
設
置
、
事
業
取
り
組
み

に
向
け
、
さ
ら
に
関
係
機

関
で
検
討
を
続
け
る
。

梅
田　

セ
ン
タ
ー
、
産
後

ケ
ア
事
業
は
是
非
と
も
平

成
30
年
度
当
初
か
ら
ス
タ

ー
ト
を
。

町
長　

30
年
度
中
の
実
施

に
向
け
努
力
す
る
。

梅
田　

新
生
児
聴
覚
検
査

費
用
助
成
は
県
の
体
制
整

備
を
待
て
な
い
。
町
単
独

で
償
還
払
い
で
対
応
で
き

な
い
か
。

健
康
課
長　

県
へ
要
望
し

動
向
を
注
視
し
た
い
。

過
酷
と
い
わ
れ
る

教
員
の
勤
務
実
態
は

梅
田　

実
態
調
査
は
本
町

で
も
実
施
さ
れ
た
の
か
。

本
町
の
実
態
は
。

教
育
課
長　

本
町
は
調
査

対
象
で
は
な
か
っ
た
。
勤

務
超
過
の
縮
減
等
取
り
組

み
の
徹
底
を
図
る
必
要
が

あ
る
。

梅
田　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ

る
負
担
軽
減
効
果
は
。

教
育
課
長　

負
担
軽
減
が

図
ら
れ
た
と
い
う
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
で
あ
っ
た
。

梅
田　

部
活
動
指
導
員
に

よ
る
軽
減
策
は
。

教
育
長　

県
教
育
委
員
会

の
動
向
を
参
考
に
部
活
動

指
導
員
の
整
備
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

地域で設置したワイヤーメッシュ柵

子育てに役立つ「祖父母手帳」

川上康男　議員

捕
獲
報
償
費
の
増
額
を

協
議
会
で
意
見
等
聴
取
す
る

梅田美代子　議員

孫
育
て
に「
祖
父
母
手
帳
」の

配
布
・
活
用
を

相
談
に
来
た
方
に
、
現
在
３
冊
配
布
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平
日
の
駐
車
場
の

使
用
状
況
は

田
中　

本
庁
の
駐
車
場
に

つ
い
て
コ
ス
モ
ス
ホ
ー
ル

等
を
利
用
す
る
方
々
の
駐

車
場
の
確
保
は
な
ぜ
行
わ

な
い
の
か
。

財
政
課
長　

生
涯
学
習
課

と
も
協
議
を
行
い
、
今
後

100
人
規
模
、
そ
れ
以
上
の

申
し
込
み
が
あ
っ
た
時
は

財
政
課
に
連
絡
し
て
も
ら

い
、
事
前
に
職
員
の
車
を

農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
な
ど
に
移
動
さ

せ
、
利
用
者
の
駐
車
場
の

確
保
に
努
め
る
。

福
岡
市
水
道
局
の

管
は
安
全
な
の
か

田
中　

福
岡
市
水
道
管
は

朝
倉
市
か
ら
筑
前
町
を
横

断
し
て
い
る
。
施
工
か
ら

約
50
年
経
過
し
、
安
全
面

や
老
朽
化
に
よ
る
漏
水
等

の
調
査
は
行
う
の
か
。

上
下
水
道
課
長　

昭
和
40

年
代
か
ら
整
備
さ
れ
、
一

部
三
面
水
路
及
び
道
路
下

深
さ
1.5
ｍ
～
1.8
ｍ
に
直
径

1.1
ｍ
の
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄

管
及
び
鉄
管
を
埋
設
し
て

い
る
。
日
常
点
検
、
パ
ト

ロ
ー
ル
点
検
が
行
わ
れ
、

点
検
結
果
は
正
常
な
状

態
。

田
中　

篠
隈
地
区
に
あ
る

福
岡
市
水
道
局
の
敷
地
を

筑
前
町
で
使
用
で
き
る
よ

う
に
働
き
か
け
て
は
。

上
下
水
道
課
長　

福
岡
市

の
行
政
財
産
で
、
臨
時
的

か
つ
短
期
間
の
使
用
で
は

可
能
。
ど
ー
ん
と
か
が
し

祭
り
の
臨
時
駐
車
場
と
し

て
利
用
し
て
い
る
。

町
長　

検
討
に
値
す
る
。

機
会
が
あ
れ
ば
福
岡
市
等

と
話
し
て
行
く
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
で
の
差
額
は

桒
野　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
の
普
及
、
ア
ピ
ー
ル

は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る

の
か
。

健
康
課
長　

国
保
医
療
費

の
節
約
と
普
及
促
進
を
目

的
と
し
て
町
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
。
お
薬
バ
ッ

グ
運
動
・
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
シ
ー
ル
な
ど
取
り

組
み
を
し
て
い
る
。
町
内

薬
局
、
国
保
加
入
者
の
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使

用
割
合
は
直
近
の
分
析
で

46.9
％
で
あ
り
、
県
と
比
較

し
て
も
2.9
％
高
い
状
況
。

桒
野　

先
発
医
薬
品
と
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使

用
し
た
場
合
の
差
額
は
ど

れ
く
ら
い
か
。

健
康
課
長　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
て

削
減
さ
れ
た
額
が
一
ヶ
月

約
71
万
円
に
な
り
、
年
間

で
約
860
万
円
と
な
る
。
引

き
続
き
普
及
促
進
に
取
り

組
み
を
続
け
て
い
く
。

ふ
る
さ
と
納
税
は

桒
野　

ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
の
額
は
。

企
画
課
長　

納
税
額
に
応

じ
て
30
％
以
内
で
取
り
扱

い
を
し
て
い
る
。

観
光
ツ
ア
ー
の
計
画
は

桒
野　

町
内
各
地
の
、
史

跡
・
名
所
・
み
な
み
の
里
・

大
刀
洗
平
和
記
念
館
・
花

立
山
温
泉
な
ど
を
点
で
は

な
く
線
で
結
び
観
光
ツ
ア

ー
を
計
画
し
た
ら
。

町
長　

観
光
を
産
業
と
し

て
起
こ
す
と
い
う
視
点
が

わ
が
町
に
も
必
要
。
み
な

み
の
里
周
辺
に
道
の
駅
等

が
設
置
さ
れ
る
と
情
報
発

信
が
で
き
、
太
宰
府
と
近

い
位
置
に
あ
る
の
で
筑
前

町
の
観
光
の
可
能
性
が
開

け
て
く
る
。

福岡市の行政財産の空き地

本庁の駐車場

ジェネリック医薬品のPR

田中政浩　議員

桒野光雄　議員

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

町
内
普
及
は

普
及
促
進
の
取
り
組
み
を
進
め
る

町
の
駐
車
場
の
あ
り
方

公
用
・
公
共
的
な
利
用
に
努
め
る
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広
ま
る
活
動
範
囲

一
木　

鳥
獣
に
よ
る
被
害

拡
大
の
要
因
は
。

農
林
商
工
課
長　

山
村
地

域
の
過
疎
化
や
高
齢
化
に

よ
る
人
間
活
動
の
低
下
。

温
暖
化
の
た
め
生
息
分
布

域
が
拡
大
し
た
。
狩
猟
者

の
減
少
や
高
齢
化
に
よ
る

捕
獲
圧
の
低
下
。

一
木　

樹
木
被
害
や
、
獣

穴
か
ら
の
漏
水
で
崖
崩
れ

等
が
発
生
、
対
策
を
。

農
林
商
工
課
長　

樹
木
の

皮
剥
ぎ
等
被
害
が
発
生
。

朝
倉
森
林
組
合
等
確
認
し

て
検
討
す
る
。

一
木　

猪
・
鹿
・
猿
等
獣

が
民
家
に
ま
で
出
没
。
人

へ
の
被
害
は
な
い
か
。

環
境
防
災
課
長　

二ふ
た

、朝

日
区
内
に
猿
・
猪
が
出
没
。

三
輪
小
付
近
で
親
子
猿
２

匹
目
撃
。美
和
み
ど
り
保
育

所
付
近
で
猪
を
目
撃
、い
ず

れ
も
被
害
は
な
か
っ
た
。

一
木　

箱
ワ
ナ
貸
し
出
し

数
と
、
貸
し
出
し
先
は
。

農
林
商
工
課
長　

合
計
27

台
す
べ
て
駆
除
対
策
協
議

会
に
貸
し
出
し
て
い
る
。

一
木　

箱
ワ
ナ
を
増
や
す

必
要
が
あ
る
が
計
画
を
。

農
林
商
工
課
長　

大
型
捕

獲
機
４
基
、
国
の
交
付
金

を
使
い
購
入
予
定
。

一
木　

ワ
ナ
免
許
資
格
の

補
助
は
。
ま
た
、
箱
ワ
ナ

の
貸
し
出
し
を
行
政
区
や

機
械
利
用
組
合
等
に
で
き

な
い
か
。

農
林
商
工
課
長　

29
年
１

月
、
筑
前
町
ワ
ナ
猟
免
許

取
得
助
成
事
業
を
制
定
。

講
習
会
費
に
最
大
１
万
円

助
成
。
貸
し
出
し
は
、
駆

除
隊
員
が
対
象
に
な
る
。

一
木　

猪
・
鹿
捕
獲
の
大

型
ワ
ナ
を
増
や
す
べ
き

だ
。

農
林
商
工
課
長　

朝
倉
地

域
有
害
対
策
協
議
会
の
交

付
金
で
購
入
。
出
来
る
だ

け
た
く
さ
ん
の
ワ
ナ
な
ど

を
購
入
し
て
い
く
。

箱ワナに捕獲されたイノシシ

一木哲美　議員

国
保
が
広
域
化
に

河
内　

市
町
村
が
住
民
に

ど
れ
だ
け
保
険
料
を
課
す

か
は
、
県
か
ら
ど
れ
だ
け

納
付
金
を
割
り
当
て
ら
れ

る
か
に
左
右
さ
れ
る
。
県

か
ら
納
付
金
、
標
準
保
険

料
率
の
提
示
は
さ
れ
て
い

る
の
か
。

健
康
課
長　

予
定
で
は
７

月
、
８
月
で
県
に
お
い
て

納
付
金
の
試
算
が
行
わ
れ

る
。
秋
以
降
に
本
町
で
は

試
算
を
考
え
て
い
る
。

河
内　

保
険
者
努
力
支
援

制
度
は
各
自
治
体
の
取
り

組
み
の
努
力
を
国
が
成
果

を
上
げ
て
い
る
と
判
断
し

た
自
治
体
に
予
算
を
重
点

配
分
す
る
も
の
だ
が
、
具

体
的
内
容
は
。

健
康
課
長　

評
価
が
ポ
イ

ン
ト
制
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
交
付
金
を
手
厚
く
で

き
る
よ
う
な
形
で
取
り
組

み
を
進
め
た
い
。

安
心
・
安
全
の

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を

河
内　

国
道
386
号
中
牟
田

バ
ス
停
付
近
の
横
断
歩
道

表
示
の
進
捗
状
況
は
。

建
設
課
長　

待
機
場
所
の

確
保
の
問
題
が
あ
り
、な

か
な
か
難
し
い
状
況
だ
が

設
置
に
向
け
た
取
り
組
み

を
継
続
し
て
実
施
し
た
い
。

楽
器
を
雨
に
濡
ら
す
な

河
内　

吹
奏
楽
部
の
利
用

が
多
い
夜
須
中
学
校
西
側

外
階
段
の
設
置
は
い
つ
頃

の
整
備
に
な
る
の
か
。

教
育
課
長　

筑
前
町
総
合

計
画
の
実
施
計
画
に
上
げ

て
い
る
。緊
急
を
要
す
る

も
の
等
が
発
生
す
れ
ば
若

干
ず
れ
る
可
能
性
も
あ
る

が
、現
時
点
で
は
30
年
。

安
心
・
安
全
の

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を

河
内　

以
前
、
住
居
表
示

改
正
に
つ
い
て
は
将
来
の

課
題
と
し
て
問
題
提
起
や

提
案
を
し
て
い
く
と
言
っ

て
い
た
が
引
き
継
ぎ
は
。

総
務
課
長　

な
か
っ
た
。

広域化で増々忙しくなる
健康課国保年金係

河内直子　議員

国
保
広
域
化
で

保
険
料
は
ど
う
な
る

秋
以
降
に
試
算
を
行
う

箱
ワ
ナ
を
増
や
せ

27
台
に
４
台
を
増
設
の
予
定



傍
聴
を
し
て
の
感
想

　朝
倉
市
、東
峰
村
で
は
集
中

豪
雨
に
よ
り
、多
く
の
方
が
被

害
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。亡
く

な
ら
れ
た
方
の
ご
冥
福
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　私
た
ち
議
会
と
し
て
も
支
援

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　暑
さ
厳
し
き
折
、熱
中
症
も

起
こ
り
や
す
い
季
節
で
す
。水
分

を
十
分
に
取
り
ま
し
ょ
う
。暑
さ

に
負
け
な
い
で
、こ
の
夏
を
の
り

き
ろ
う
！

　
　
　（
山
本
久
矢
）

発
行
責
任
者

　議

　
　長

　矢
野

　
　勉

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　委
員
長

　横
山

　善
美

　副
委
員
長

　山
本

　久
矢

　委

　
　員

　深
野

　良
二

　委

　
　員

　奥
村

　忠
義

　委

　
　員

　梅
田
美
代
子

　委

　
　員

　河
内

　直
子
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傍
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集

後
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T SO P I CO P I C

　
町
政
が
抱
え
る
問
題
な

ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
、細

か
い
案
件
な
ど
も
話
さ
れ

て
い
て
、と
て
も
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。関
心
を
持
た
な

い
と
い
け
な
い
な
と
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。

  

　
　
　
　
（
Ｍ
・
０
さ
ん
）

　
質
問
者
の
考
え
は
ど
う

な
の
か
、ど
う
思
っ
て
い
る

の
か
、建
設
的
な
意
見
を
述

べ
る
と
共
に
協
調
性
が
出

て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
（
Ｋ
・
Ｙ
さ
ん
）

　
５
年
ぶ
り
に
２
回
傍
聴

し
ま
し
た
。町
の
現
状
や
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

具
体
的
に
き
め
細
か
く
質

問
さ
れ
、そ
れ
に
対
し
て
具

体
的
な
答
弁
が
あ
り
、真
剣

に
議
論
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
改
め
て
感
心
し
ま
し
た
。

本
日
の
議
論
が
議
論
に
終

わ
ら
ず
、具
体
的
に
ど
の
よ

う
に
実
行
さ
れ
る
か
を
議

会
だ
よ
り
等
で
見
守
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　（
Ｙ
・
Ｉ
さ
ん
）

　

※会期予定は８月22日の議会運営委
員会で確定のため、変更する場合が
あります。

平成29年

9月定例会（予定）

傍聴へどうぞ！

●開会

●一般質問
9月 4日（月）10：00～

●閉会
9月19日（火）14：00～

9月 7日（木）10：00～
　～11日（月）　 〃

●決算審査特別委員会
9月13日（水）10：00～
～15日（金）　 〃

　
暑
い
暑
い
夏
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。

　
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち

は
、
こ
の
時
期
天
気
が
良

け
れ
ば
毎
日
プ
ー
ル
遊
び

や
、
水
あ
そ
び
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

　
シ
ャ
ボ
ン
玉
、
色
水
あ

そ
び
、
洗
た
く
ご
っ
こ
な

ど
、
い
ろ
ん
な
水
あ
そ
び

を
経
験
し
て
い
ま
す
が
、

プ
ー
ル
遊
び
が
大
好
き
な

子
ど
も
た
ち
で
す
。

　
プ
ー
ル
の
中
で
は
、
ザ

ブ
ー
ン
と
飛
び
込
ん
だ
り
、

友
だ
ち
と
水
の
掛
け
合
い

を
し
た
り
、
も
ぐ
っ
た
り
、

ワ
ニ
さ
ん
に
な
っ
て
歩
い

た
り
と
、
そ
の
子
の
ペ
ー

ス
で
プ
ー
ル
遊
び
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

プ
ー
ル
遊
び

６月定例会の傍聴者数は24人でした。
傍聴はどなたでもできます。多くの方をお待ちしています。

傍
聴
を
し
て
の
感
想

住
民
の
声

14筑前議会だより（47号）


